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自振・クレジット データの再作成

請求データを作成 / 送信した後に、補正などの入力もれに気付いたときや、
ハートサービスから振替データの変更を依頼されたときなどに、
請求データを修正して、あらためてデータを送信する必要があるからです。

また、最後に送信した請求データが有効となりますので、
期日までは何度送り直しても大丈夫です。

なぜ、データの再作成が必要になるのですか？



自振・クレジット データの再作成

メインメニューの「入金/自振/請求」から「自動振替」をクリックします。



自振・クレジット データの再作成

振替データを再作成するファイナンスを選択します。

続けて、選択したファイナンスの「再作成」をクリックします。



自振・クレジット データの再作成

「はい」をクリックします。

「O K」をクリックします。



自振・クレジット データの再作成

「振替データの状態」が「未作成」になり、中断処理などが可能になりました。
読者情報修正後、再度振替データを作成し、電送処理を行ってください。


